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２．事業実施体制

３．事業実施概要

　近年、地域の課題は地域で解決しようと様々な取り組みが進められている。
北陸地域においても、これまで以上に地域づくりのあり方が問われ、地域の保
有する多様な資源やノウハウを活用して地域の活性化を図ることが求められて
いる。このため、地域における問題意識を共有したうえで、地域に住む人々の
英知や発想を活かし、多様な研究や活動を支援することにより地域の自立と活
性化を促進する目的で実施する。

主 催：一般社団法人 北陸地域づくり協会

1. 第18回事業論文集発刊
　・平成26年4月、平成25年度助成分の研究助成事業論文集を発刊。
　・当会ホームページに掲載。

2. 第19回事業報告会
　日 時：平成27年3月13日（金） 13：30～17：15
　場 所：チサンホテル＆コンファレンスセンター新潟
　参加者数：約90名
　・報告書は平成27年4月「論文集」としてまとめ発刊予定。

3. 第20回事業募集･審査
　募集期間：平成26年12月1日～平成27年2月2日
　応募件数：「地域づくり研究事業」 37件
                 「技術開発支援事業①技術開発」 14件
                 「技術開発支援事業②共同研究」 9件
　審査日：平成27年3月13日（金）
　審査委員：中島太郎（前新潟県立歴史博物館館長）委員長ほか6名
　選定件数：
　　「地域づくり研究事業」（書類審査のみ） 13件
　　「技術開発支援事業①技術開発」（書類審査のみ） 3件
　　「技術開発支援事業②共同研究」（書類+プレゼンテーション審査） 2件

　平成7年度の事業開始以来、第19回まで226課題に対し助成を行ってきた。その中
では、助成を契機に組織を発展させ継続して地域づくりに尽力している団体や、地
域・海外から表彰される取り組みもあり、本事業は一定の効果を挙げている。
　第19回報告会では、参加者にアンケートを行った結果、回答者49人中、15人が「大
変良かった」、29人が「良かった」と、満足度も高かった。中でも、地元小学生も現地
調査に参加したユニバーサルな観光アプリ開発事業など、地元住民と一緒になって
課題解決に取り組む事業への関心が高かった。
　近年は応募者が減少していたが、20回募集においては助成数を増やし、応募条件
の緩和を図った結果、前回比25%の増となった。
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